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「無機化学２」 中間試験問題 

 

問１ 以下の金属錯体の各々について構造式を記せ（ただし（ ）内は遷移金属周りの幾何構造である）。

さらに、異性体が可能である場合はその構造式も示し、お互いがどのような異性体であるのかを記せ。 
 

(a) ペンタアンミンブロモコバルト(Ⅲ)硫酸塩 （八面体型） 

(b) テトラアクアジクロロクロム(Ⅲ)塩化物 （八面体型） 

(c) トリヒドリドトリス（トリメチルホスフィン）ルテニウム(Ⅲ)  （八面体型） 

(d) ペンタクロロニトロオスミウム(Ⅳ)酸ナトリウム （八面体型） 

(e) トリアセチルアセトナトマンガン(Ⅲ)  （八面体型） 

(f) ジクロロビスエチレンジアミンコバルト(Ⅲ)硝酸塩 （八面体型） 

(g) テトラクロロ鉄(Ⅲ)酸カリウム （四面体型） 

(h) ジアンミンジクロロ白金(Ⅱ)  （平面四配位型） 

 

問２ 遷移金属錯体に関する以下の問いに答えよ。 

 

(1) 八 面 体 型 構 造 を 有 す る Co( Ⅲ ) 錯 体

[Co(NH3)6]3+ (A：カチオン部のみを示す)につ

いて、中心金属のどのオービタルと配位子の

どのオービタルとがどのように重なり合っ

た結果として分子オービタルが形成される

かを図示し、定性的な分子オービタルのエネ

ルギー準位図と基底状態における電子配置

を例にならって示せ。なお、解答にあたって

は、図のみならず、考え方の筋道を簡潔かつ 

 明快な文章で記すよう特に留意せよ。 
 

(2) (A)の基底状態における電子配置としては、(1)で記したものとは異なるものもあり得る。それは

どのような電子配置であるかを (t2g)x(eg)y の形式で示せ。 
 

(3) 配位子場分裂の大きさをΔo、スピン対形成エネルギーを P を用い、(1)および(2)で示した 2 種

類の電子配置の各々について、配位子場安定化エネルギーを記せ。 
 

(4) 八面体型構造を有する Co(Ⅲ)錯体の基底状態における電子配置は(1)、(2)で記した２通りが可

能であるが、ほとんどの場合(1)で記したものとなっている。その理由を考察し、簡潔に記せ。 
 

(5) 結晶場理論とはどのような考え方であるか。中心金属のオービタルと配位子のオービタルとの重

なり合いに注目する分子オービタルの考え方と比較して、結晶場理論はどのような特徴を有する

かに注目して記せ。 
 

(6) 結晶場理論により遷移金属錯体の物理的および化学的性質をかなりの程度理解することができ

る理由を考察せよ。 
 

(7) 結晶場理論に基づいて以下の４種類の金属錯体におけるｄ軌道のエネルギーの分裂の様子を模

式的に示し、それぞれの軌道を帰属せよ。(a)～(d)の各構造における分裂パターンや分裂幅の特

徴がわかりやすく伝わるよう特に留意すること。 
 

(a) 正８面体型錯体 (b) 正方に歪んだ８面体型錯体 

(c) 平面４配位型錯体 (d) 正４面体型錯体 

 

 

（裏面に続く） 
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